
令和 3 年 1 月 26 日 公告 

「新木津川大橋耐震対策工事-4」 

 
設計図書(工事設計書、図面、⾒積参考資料)の一部に記載誤りがありました。下記正誤表をご確認ください。 

 

正誤表 

訂正箇所 誤 正 
工事設計書 
頁 0-0025 
工種第 0010 号明細書 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

M12×65（SS400）2W スリーブ打込み式 溶融亜鉛メッキ品 M12×100（SS400）スリーブ打込み式 溶融亜鉛メッキ品 

図面  
図番︓41/98 
図名︓P3 橋脚 耐震補強詳 

細図（その 10） 

別図 1-1 のとおり 別図 1-2 のとおり 

 
 



 
訂正箇所 誤 正 

図面  
図番︓42/98 
図名︓P3 橋脚 耐震補強詳 

細図（その 11） 

別図 2-1 のとおり 別図 2-2 のとおり 

⾒積参考資料 
頁 0-0039 
工種第 0010 号明細書 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
M12×65（SS400）2W スリーブ打込み式 溶融亜鉛メッキ品 

スリーブ打込み式 M12×65（SS400）溶融亜鉛メッキ品 

M12×100（SS400）スリーブ打込み式 溶融亜鉛メッキ品 

スリーブ打込み式 M12×100（SS400）溶融亜鉛メッキ品 
 
 



P3橋脚 耐震補強詳細図(その10)
(P2側)

注記）

図面詳細寸法は、現地実測の上、決定のこと。1.

特記なき材質は、全てSM400Aとする。2.

S=1:10

特記なきスカーラップは、35Rとする。3.

段差防止詳細図<1/2>
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段差防止(G2L,G2R)材料（製作数=2）

1 - H 250 x 250 x 9 x 14 x h2 (SS400)

1 - PL 300 x 22 x 300

2 - ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M12 (SS400)

1 - 緩衝ゴム 250 x 50 x 250 (クロロプレンゴム硬度55°±5°程度)

1 - BASE PL 300 x 22 x 300

2 - B.N M12 x 65 (SS400)(2-W付)
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部材は全て、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。4.

付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

41

P3橋脚 耐震補強詳細図(その10)

（ｽﾘｰﾌﾞ打込み式） （ｽﾘｰﾌﾞ打込み式）
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P3橋脚 耐震補強詳細図(その10)
(P2側)

注記）

図面詳細寸法は、現地実測の上、決定のこと。1.

特記なき材質は、全てSM400Aとする。2.

S=1:10

特記なきスカーラップは、35Rとする。3.
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部材は全て、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。4.

付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
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P3橋脚 耐震補強詳細図(その10)
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正

別図1-2



P3橋脚 耐震補強詳細図(その11)
(P4側)

注記）

図面詳細寸法は、現地実測の上、決定のこと。1.

特記なき材質は、全てSM400Aとする。2.

S=1:10

特記なきスカーラップは、35Rとする。3.

段差防止詳細図<2/2>

H
1

H
2

H
3

2
2

5
0

2
2

25 250 25

300
5
0

300

L1

5
0

5
0

2
2

H
4 H
2

2
23.800%

25 250 25

300

A A

B B

C

C

側 面 図

緩衝材
(クロロプレンゴム)

緩衝材
(クロロプレンゴム)

C - C

平 面 図
A - A

25 250 25

300

2
5

2
5
0

2
5

3
0
0

2-φ14孔
φ40 ザグリ深30

緩衝材
(クロロプレンゴム)

平 面 図
B - B

2-φ15孔

4
0

3
0
0

150

300

150

2
2
0

4
0

7

G1桁

25 250 25

300

5
0

2
2

H
5 H
6 H
7

2
2

5
0

300

L2

H
6

5
0

5
0

2
2

H
8

2
2

25 250 25

300

3.800%E E

F

F

DD

側 面 図 F - F

緩衝材
(クロロプレンゴム)

緩衝材
(クロロプレンゴム)

7

平 面 図
D - D

25 250 25

300

2
5

2
5
0

2
5

3
0
0

2-φ14孔
φ40 ザグリ深30

緩衝材
(クロロプレンゴム)

平 面 図
E - E

2-φ15孔

4
0

3
0
0

150

300

150

2
2
0

4
0

G2桁

段差防止(G1L,G1R)材料（製作数=2）

1 - H 250 x 250 x 9 x 14 x h1 (SS400)

1 - PL 300 x 22 x 300

2 - ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M12 (SS400)

1 - 緩衝ゴム 250 x 50 x 250 (クロロプレンゴム硬度55°±5°程度)

1 - BASE PL 300 x 22 x 300

2 - B.N M12 x 65 (SS400)(2-W付)

段差防止(G2L,G2R)材料（製作数=2）

1 - H 250 x 250 x 9 x 14 x h2 (SS400)

1 - PL 300 x 22 x 300

2 - ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰ M12 (SS400)

1 - 緩衝ゴム 250 x 50 x 250 (クロロプレンゴム硬度55°±5°程度)

1 - BASE PL 300 x 22 x 300

2 - B.N M12 x 65 (SS400)(2-W付)

H5 H6 H7 H8 L2

G2L 452.9 459.6 466.2 464.3 482.7

G2R 504.5 511.2 517.8 515.9 477.3

h2

471

523

緩衝材取付部 S=1:5

5
03
0

2
0

φ40

φ14

M12
2
2

緩衝材取付部 S=1:5

5
03
0

2
0

φ40

φ14

M12

2
2

L.FLG
L.FLG

125 125

250

125 125

250

G1L

G1R

H1 H2 H3

617.6 611.6 605.5

669.2 663.1 657.1

H4

616.3

667.9

L1

482.5

477.5

h1

622

674

部材は全て、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。4.

付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
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P3橋脚 耐震補強詳細図(その11)
(P4側)

注記）

図面詳細寸法は、現地実測の上、決定のこと。1.

特記なき材質は、全てSM400Aとする。2.

S=1:10

特記なきスカーラップは、35Rとする。3.
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部材は全て、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。4.

付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
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